
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度 

 
昭
和
文
学
会 

第
七
一
回
研
究
集
会 

 

＊
対
面
を
主
と
す
る
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
方
式
（
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
方
式
） 

対
面
会
場:

明
治
大
学 

駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
一
四
階 

一
一
四
六
・
一
一
四
五
教
室 

オ
ン
ラ
イ
ン
：「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
」
に
よ
る
中
継
。
リ
モ
ー
ト
参
加
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。 

詳
細
は
昭
和
文
学
会
Ｈ
Ｐ
（http://swbg.org

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

＊
日
時 

一
二
月
一
〇
日
（
土
）
一
三
時
〜
一
七
時
三
〇
分 

 

【
研
究
発
表
】 

第
一
会
場 

一
一
四
六
教
室 

 
 
 
 
 
 

司
会 

 

康 

潤
伊
・
滝
口 

明
祥 

反
転
す
る
〈
狂
気
〉 

―
―

野
溝
七
生
子
「
曼
殊
沙
華
の
」
と
〈
戦
後
〉―

―
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

菊
地 

優
美 

 

〈
現
実
〉
と
〈
反
現
実
〉 

―
―

太
宰
治
『
ト
カ
ト
ン
ト
ン
』
論―

―
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周 

梅 

 

三
島
由
紀
夫
「
夜
の
仕
度
」
論 

─
─

ラ
デ
ィ
ゲ
・
堀
辰
雄
受
容
を
手
が
か
り
に─

─
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
田 

涼 

 

倉
橋
由
美
子
『
ど
こ
に
も
な
い
場
所
』
と
『
暗
い
旅
』
に
お
け
る
模
倣
と
超
越 

─
─

サ
ル
ト
ル
受
容─

─
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

宮
澤 

桃
子 

 

【
研
究
発
表
】 

第
二
会
場 

一
一
四
五
教
室 

 
 
 
 
 
 

司
会 

 

山
崎 

和
・
脇
坂 

健
介 

夢
野
久
作
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
と
ワ
シ
ー
リ
ー
・
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
童
話
「
人
類
の
た
め
に
」 

─
─

語
り
手
の
脆
弱
性
を
め
ぐ
っ
て―

―
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷 

美
映
子 

 

転
倒
す
る
支
配
と
抑
圧 

─
─

安
部
公
房
『
砂
の
女
』─

─
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

納
谷 

耕
世 

 

つ
げ
義
春
「
李
さ
ん
一
家
」
と
梅
崎
春
生
「
ボ
ロ
家
の
春
秋
」 

─
─

つ
げ
マ
ン
ガ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー―

―
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

前
田 

か
お
る 

 

閉
会
の
辞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

代
表
幹
事 

佐
藤 

秀
明 

 



明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ 

〒
一
〇
一-

八
三
〇
一 

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
一-

一 

●
御
茶
ノ
水
駅
よ
り
、
徒
歩
三
分
（
Ｊ
Ｒ
：
中
央
線
・
総
武
線
、
東
京
メ
ト
ロ
：
丸
ノ
内
線
） 

●
新
御
茶
ノ
水
駅
よ
り
、
徒
歩
五
分
（
東
京
メ
ト
ロ
：
千
代
田
線
） 

●
神
保
町
駅
よ
り
、
徒
歩
五
分
（
東
京
メ
ト
ロ
：
半
蔵
門
線
、
都
営
地
下
鉄
：
三
田
線
・
新
宿
線
） 

                                



【
発
表
要
旨
】 

第
一
会
場 

 

反
転
す
る
〈
狂
気
〉 

―
―

野
溝
七
生
子
「
曼
殊
沙
華
の
」
と
〈
戦
後
〉―

―
 

菊
地 

優
美
（
き
く
ち
・
ゆ
み
） 

野
溝
七
生
子
「
曼
殊
沙
華
の
」（『
芸
苑
』
一
九
四
六
年
九
月
）
は
、
「
さ
う
し
て
、
戦
争
は
終
り
、
日
本
は
敗
れ
た
。」
と
、

敗
戦
後
の
日
本
を
前
景
化
し
た
上
で
始
ま
る
。
本
作
は
、「
気
ち
が
ひ
」
と
目
さ
れ
座
敷
牢
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
「
イ
イ
ち
や

ん
」
と
い
う
女
性
が
、
語
り
手
の
「
私
」
に
向
け
て
、
生
家
で
起
き
た
兄
と
兄
嫁
の
自
死
や
、
彼
女
自
身
が
「
気
ち
が
ひ
」
と

し
て
座
敷
牢
に
囚
わ
れ
た
経
緯
を
語
る
物
語
で
あ
る
。〈
狂
気
〉
と
「
常
人
」
の
境
界
を
問
い
、「
家
」
制
度
下
の
生
家
で
最
も

「
常
識
」
を
身
に
つ
け
た
父
こ
そ
「
正
真
正
銘
の
気
ち
が
ひ
」
だ
と
喝
破
す
る
「
イ
イ
ち
や
ん
」
の
語
り
は
、「
家
」
制
度
が
内

包
す
る
〈
狂
気
〉
を
あ
ぶ
り
出
そ
う
と
す
る
。 

本
発
表
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
曼
殊
沙
華
の
」
の
テ
ク
ス
ト
が
、〈
戦
後
〉
の
言
説
空
間
に
お
い
て
〈
狂
気
〉
を
通
じ
て
問
い

直
そ
う
と
し
た
も
の
を
、「
家
」
制
度
下
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
考
察
し
、
そ
の
批
評
性
を
検
討

す
る
。
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
占
領
期
で
あ
る
作
品
発
表
時
の
社
会
状
況
や
言
論
統
制
も
視
野
に
入
れ
、
戦
後
の
野
溝
文
学
の

様
相
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
・
研
究
員
） 

 

〈
現
実
〉
と
〈
反
現
実
〉 

―
―

太
宰
治
『
ト
カ
ト
ン
ト
ン
』
論―

―
 

周 

梅
（
し
ゅ
う
・
ば
い
） 

『
ト
カ
ト
ン
ト
ン
』（『
群
像
』
一
九
四
七
・
一
）
は
、
郵
便
局
員
・「
青
年
」
の
「
某
作
家
」
に
宛
て
た
手
紙
と
、
そ
れ
に
対

す
る
「
某
作
家
」
の
簡
潔
な
返
信
、
こ
の
二
通
の
手
紙
を
繋
げ
た
〈
地
の
文
〉、
と
い
う
三
つ
の
部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
、
太
宰
治
の
書
簡
体
小
説
で
あ
る
。 

本
発
表
で
は
、
ま
ず
『
ト
カ
ト
ン
ト
ン
』
に
関
す
る
従
来
の
研
究
を
概
観
し
、
そ
の
問
題
点
を
ま
と
め
る
。
こ
れ
ま
で
の
『
ト

カ
ト
ン
ト
ン
』
論
に
お
い
て
は
、
テ
ク
ス
ト
の
基
本
的
構
造
や
物
語
の
展
開
に
焦
点
化
し
た
論
考
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、「
青

年
」
の
苦
悩
と
「
某
作
家
」
の
返
答
と
い
う
両
者
の
関
連
性
を
最
優
先
課
題
と
し
た
議
論
が
圧
倒
的
に
多
い
。
本
発
表
で
は
、

「
某
作
家
」
の
「
青
年
」
へ
の
返
答
が
的
外
れ
な
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
て
き
た
先
行
論
を
相
対
化
し
、
論
拠
を
示
し
な
が
ら

異
な
る
作
品
解
釈
を
試
み
る
。
そ
の
解
釈
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
二
通
の
手
紙
と
、
そ
の
間
に
挿
入
さ
れ
た
第
三
の
語
り
手
の

一
文
の
三
者
の
関
連
性
か
ら
、『
ト
カ
ト
ン
ト
ン
』
と
い
う
作
品
の
モ
チ
ー
フ
を
再
検
討
し
た
い
。 

 
 

（
大
阪
大
学
・
院
） 

 

三
島
由
紀
夫
「
夜
の
仕
度
」
論 

─
─

ラ
デ
ィ
ゲ
・
堀
辰
雄
受
容
を
手
が
か
り
に─

─
 

 

福
田 

涼
（
ふ
く
だ
・
り
ょ
う
） 

「
夜
の
仕
度
」
は
、『
人
間
』
一
九
四
七
年
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
村
松
剛
は
、
本
作
の
文
体
や
男
女
の
再
会
の
様
相
に
つ

い
て
、
堀
辰
雄
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
畫
」
や
ラ
デ
ィ
ゲ
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
の
影
響
を
指
摘
す
る
。
先
行
論
は
こ
う

し
た
影
響
関
係
を
、
専
ら
三
島
の
文
学
的
趣
味
の
問
題
に
還
元
し
て
き
た
。 

重
要
な
の
は
、
戦
争
に
纏
わ
る
状
況
が
男
女
の
恋
愛
を
駆
動
す
る
構
造
を
、
本
作
が
ラ
デ
ィ
ゲ
『
肉
体
の
悪
魔
』
と
共
有
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
主
人
公
・
芝
の
「
こ
れ
は
僕
の
せ
ゐ
ぢ
や
な
い
」、「
戦
争
が
こ
ん
な
真
似
を
僕
た
ち
に
強
ひ
る
の
だ
」
と

の
内
言
も
、『
肉
体
の
悪
魔
』
の
「
戦
争
の
始
ま
る
数
ヶ
月
前
僕
が
十
二
歳
で
あ
つ
た
と
云
ふ
の
は
、
そ
れ
は
僕
の
故
為
な
の
か

し
ら
？
」
と
い
う
一
節
と
響
き
合
う
。
ま
た
芝
の
「
肺
病
」
な
る
設
定
も
、
堀
が
描
い
た
腺
病
質
の
青
年
ら
を
想
起
さ
せ
ず
に

お
か
な
い
。
大
勢
の
健
康
な
若
者
た
ち
の
復
員
を
予
期
す
る
本
作
終
結
部
は
、「
ア
ク
テ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
を
欠
く
堀
の
世
界

観
が
、
戦
後
に
あ
っ
て
は
失
調
を
免
れ
ぬ
こ
と
を
宣
告
す
る
の
だ
。 

如
上
の
考
察
を
通
し
て
、
戦
後
小
説
と
し
て
の
「
夜
の
仕
度
」
の
批
評
性
を
闡
明
し
た
い
。 

（
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
） 

 

倉
橋
由
美
子
『
ど
こ
に
も
な
い
場
所
』
と
『
暗
い
旅
』
に
お
け
る
模
倣
と
超
越 

―
―

サ
ル
ト
ル
受
容―

―
 

 

宮
澤 

桃
子
（
み
や
ざ
わ
・
も
も
こ
） 

 

倉
橋
由
美
子
の
『
暗
い
旅
』（
一
九
六
一
）
は
、
江
藤
淳
に
よ
っ
て
ビ
ュ
ト
ー
ル
の
模
造
品
だ
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
倉
橋
が
真

に
影
響
を
受
け
た
の
は
サ
ル
ト
ル
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
暗
い
旅
』
の
主
人
公
と
恋
人
は
、
嫉
妬
な
し
に
自
由
に
他
の

男
や
女
を
愛
す
る
と
い
う
間
柄
で
、
サ
ル
ト
ル
と
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
を
想
起
さ
せ
る
。
倉
橋
は
エ
ッ
セ
イ
等
で
サ
ル
ト
ル
に
つ

い
て
多
く
言
及
し
て
お
り
、『
暗
い
旅
』
と
同
年
に
発
表
し
た
『
ど
こ
に
も
な
い
場
所
』
の
主
人
公
は
、
存
在
を
感
じ
る
と
吐
き

気
を
催
す
人
物
で
、
サ
ル
ト
ル
の
『
嘔
吐
』
の
主
人
公
と
類
似
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
倉
橋
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
の

影
響
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま
だ
手
を
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。 

 

恋
人
同
士
で
あ
る
も
の
の
「
双
生
の
兄
妹
で
あ
る
べ
き
だ
っ
た
」
と
表
現
さ
れ
る
『
暗
い
旅
』
の
「
わ
た
し
」
と
「
か
れ
」

の
関
係
は
、『
ど
こ
に
も
な
い
場
所
』
の
主
人
公
「
Ｌ
」
と
双
子
の
弟
「
Ｋ
」
と
の
関
係
と
相
関
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
倉
橋
が

創
作
し
た
独
自
の
「
神
話
的
」、「
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
」
な
愛
の
関
係
で
あ
る
。
従
っ
て
本
発
表
で
は
、
倉
橋
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル

受
容
の
様
相
を
具
体
的
に
検
証
し
つ
つ
両
作
品
を
考
察
す
る
。
そ
こ
で
倉
橋
が
フ
ラ
ン
ス
思
想
を
受
容
し
た
描
き
方
で
発
展
さ

せ
よ
う
と
し
た
小
説
の
過
程
を
検
討
し
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
東
京
都
立
大
学
・
院
） 



【
発
表
要
旨
】 

第
二
会
場 

 

夢
野
久
作
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
と
ワ
シ
ー
リ
ー
・
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
童
話
「
人
類
の
た
め
に
」 

 
 
―
―

語
り
手
の
脆
弱
性
を
め
ぐ
っ
て―

―
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷 

美
映
子
（
た
に
・
み
え
こ
） 

来
日
経
験
の
あ
る
童
話
作
家
ワ
シ
ー
リ
ー
・
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
は
、
雑
誌
『
現
代
』
第
二
巻
第
七
号
に
「
人
類
の
た
め
に
」（
一

九
二
一
）
を
発
表
す
る
（
初
出
タ
イ
ト
ル
は
「
人
類
の
爲
め
に
」）。
こ
の
童
話
は
、
博
士
に
よ
っ
て
息
子
が
実
験
材
料
と
な
る

物
語
で
あ
り
、
夢
野
久
作
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』（
一
九
三
五
）
と
類
似
し
た
構
造
を
も
つ
。『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
は
特
異
な

作
品
と
し
て
受
容
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
発
表
の
一
四
年
前
に
、
よ
く
似
た
構
造
の
童
話
が
既
に
発
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注

目
に
値
し
よ
う
。 

語
り
手
の
劇
中
へ
の
織
り
込
み
、
狂
気
の
伝
染
、
科
学
の
発
展
に
対
す
る
恐
怖
と
肯
定
は
、
両
作
品
に
共
通
し
て
お
り
、
そ

の
三
点
全
て
に
通
底
す
る
も
の
は
、
語
り
手
自
身
の
も
つ
脆
弱
性
と
考
え
ら
れ
る
。
本
発
表
は
、
同
時
代
人
で
あ
る
久
作
と
エ

ロ
シ
ェ
ン
コ
の
〈
個
と
科
学
〉
の
捉
え
方
を
比
較
検
討
し
た
う
え
で
、
両
作
品
に
共
通
す
る
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
特
に
、

語
り
手
の
自
己
認
識
の
曖
昧
さ
と
深
く
関
わ
る
人
物
の
交
換
可
能
性
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
で
、『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
と

「
人
類
の
た
め
に
」
の
語
り
手
が
も
つ
脆
弱
性
の
特
質
と
、
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 
 

 

（
東
洋
大
学
・
院
） 

 

転
倒
す
る
支
配
と
抑
圧 

─
─

安
部
公
房
『
砂
の
女
』─

─
 

 

納
谷 

耕
世
（
な
や
・
こ
う
せ
い
） 

安
部
公
房
の
小
説
『
砂
の
女
』（
新
潮
社
、
一
九
六
二
年
）
は
、
結
末
部
で
監
禁
さ
れ
て
い
た
砂
穴
へ
と
戻
っ
て
い
く
主
人
公

の
男
が
主
体
性
を
獲
得
し
得
た
の
か
と
い
う
問
い
を
基
底
に
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
問
い
は
男
以
外
の

本
作
の
諸
要
素
を
周
縁
化
さ
せ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
砂
の
女
』
発
表
の
同
時
代
、
日
本
は
高
度
成
長
期
に
あ
り
、

地
方
と
都
市
部
の
格
差
の
拡
大
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
安
部
は
『
砂
の
女
』
以
前
か
ら
戦
後
社
会
が
抱
え
る
問

題
を
作
品
に
反
映
さ
せ
て
お
り
、
本
作
に
お
い
て
は
特
に
辺
境
に
あ
る
砂
丘
の
村
に
時
代
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。
見
棄
て
ら

れ
た
砂
丘
の
村
に
注
目
す
る
と
、
男
は
「
砂
搔
き
」
の
労
働
力
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、〈
労
働
力
の
再
生
産
〉
の
た
め
に
監
禁

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
み
え
て
く
る
。
本
発
表
で
は
男
自
身
よ
り
も
む
し
ろ
男
を
囲
む
状
況
や
環
境
を
端
緒
と
す
る
こ
と

で
、
翻
っ
て
男
の
主
体
性
の
問
題
を
論
じ
る
と
と
も
に
、
本
作
に
描
か
れ
た
支
配
・
被
支
配
関
係
の
様
相
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
一
橋
大
学
・
院
） 

 

つ
げ
義
春
「
李
さ
ん
一
家
」
と
梅
崎
春
生
「
ボ
ロ
家
の
春
秋
」 

―
―

つ
げ
マ
ン
ガ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー―

―
 

 

前
田 

か
お
る
（
ま
え
だ
・
か
お
る
） 

マ
ン
ガ
家
の
つ
げ
義
春(

一
九
三
七- )

の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
「
李
さ
ん
一
家
」
は
、
一
九
六
七
年
に
『
ガ
ロ
』
に
掲
載

さ
れ
た
マ
ン
ガ
で
、
主
人
公
の
青
年
が
風
情
を
求
め
て
引
っ
越
し
た
ボ
ロ
家
の
二
階
に
、
い
つ
の
間
に
か
朝
鮮
人
の
李
さ
ん
の

一
家
が
住
み
着
い
て
し
ま
う
と
い
う
話
で
あ
る
。 

「
ボ
ロ
家
の
春
秋
」
は
、
一
九
五
四
年
に
発
表
さ
れ
た
梅
崎
春
生(

一
九
一
五-

一
九
六
五)

の
小
説
で
、
主
人
公
が
間
借
り

し
て
い
た
ボ
ロ
家
に
、
そ
の
家
を
買
っ
た
と
い
う
男
が
や
っ
て
来
て
、
主
人
公
と
男
と
の
奇
妙
な
同
居
が
始
ま
る
と
い
う
話
で

あ
る
。 

「
李
さ
ん
一
家
」
と
「
ボ
ロ
家
の
春
秋
」
を
見
比
べ
る
と
、
オ
チ
の
唐
突
さ
や
、
突
然
現
れ
た
人
物
と
主
人
公
が
同
居
す
る

こ
と
と
な
る
点
が
類
似
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
つ
げ
の
発
言
や
内
容
の
類
似
点
か
ら
、
つ
げ
が
梅
崎
の
「
ボ
ロ
家
の
春
秋
」

を
参
考
に
し
て
「
李
さ
ん
一
家
」
を
描
い
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、「
李
さ
ん
一
家
」
は
、
マ
ン
ガ
な
ら
で
は
の
効
果
を
用
い
て

読
者
に
衝
撃
を
与
え
、
つ
げ
が
主
張
す
る
「
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
を
含
ん
で
い
る
。
梅
崎
の
小
説
の
マ
ン
ガ
化
に
と
ど
ま
ら
な
い

「
李
さ
ん
一
家
」
の
新
し
さ
を
指
摘
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
筑
波
大
学
・
院
） 

 


